
The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

ク ロ ハ ナ ボ タ ル の 幼 期 に つ い て

　　　　　（鞘翅 目幼虫の研究 X ）

林 長 閑

横浜市港北 区 菊名町 534−9

竹　　中　　英 　　雄

東京農業大学昆 虫研究 室

Notes　on 　the　immature 　 stages 　of 　Plateros　coracinus

　　　　Kiesenwetter （Lycidae）（Studies　on

　　　　　　　 Celeopterous 　larvae　X ）

　　 By 　Nodo1 （a　Hayashi　and 　Hideo　Takenaka

　本邦産 Lycidae ベ ニ ボ タ ル 科 で 幼 虫 が 知 られ て い る の は僅か に Cladophoriniに 属する

CtadoPhorus　geometricus 　Kiesenwetter ク ロ ベ ニ ボ タル 1・z） と Caurires　sp ．3　4） の 2 種 に 過

ぎ な い ． Platerodini に属す る Ptateros　coraeinus 　Kiesenwetter クロ ハ ナ ボ タル （Berl・

Ent ．　Zeits．， 18 二 257，1875）は 北 海道か ら九州 まで 分布 し，成虫 は 5月頃よ り花上や 針葉樹

朽木上 に 見 い 繊 され る．筆者等は 神奈 川県相摸原市 に 於 て 本種 の 幼虫 ・蛹 を 採集，ま た 生

態 の 1部 を 調査 し 得た の で こ こ に 報ず る次第で ある．本種の 同定を願 つ た 京都府立 大学生

物学教室中根猛彦氏 に お礼 を 申 し上げる． i
幼 　虫 　の 　習　性

　Lycidae幼虫の 多 くは針葉樹皮 下か ら採集 され るが ， 本種幼虫も相模原市 に 於て は 4 月

上旬 か ら下旬 に か け 松 ・杉 （主に 松）の 樹皮下，また は切株 上 に発見 され た．前者は 著 し く

腐朽 の 進 ん だ 脆い 多湿の もの で 幼虫は 樹皮 下を這 う．後者は 比 較的 新 しい 切 株 で 醸 酵 し た

樹液等演見 られ ， 幼虫 は こ の 附近を 歩行，或 い は静止 して い る．幼虫 は 口 器 （特に 大腮）

の 構造 か ら針葉樹 の 湿度 の 高い 朽木 か針葉樹の 樹液を 食す る と考える．また 筆者 の竹 中が

3 月上旬に 当地で 幼虫 を 調査 した と こ ろ ， 地下 30cm 内外 の 杉朽木根の 樹皮下 に つ く ら

れ た Luecotermes 　speratus　Kolbe ヤ マ ト シ ロ ア リの 巣か ら 5 頭・Lasius　niger 　Linn6 　】’

ビ イ ロ ケ ア 1丿の 巣 か ら 1 頭の 幼 虫 を 発 見 した．併 しこ れ らの 昆 虫 と の 関係は明 らか で ない
5）

1） 林　長閑 （1954）： ニ ュ
ー・エ ン ト．

3（2・3）； 11−15．
2） 林　長閑 （／959）： 日本幼虫図鑑 （北隆館）： 432，
3） 　才畠E日 　彰 （1956）： 　新昆虫 ，

9 （5）： 27．
4） 福田　彰 （1959）：　日本 幼 虫図鑑 （北隆館）： 431．
5） Lycidae 幼虫 の こ の よ うな 生態 に つ い て は 福田 も CaUtires　sp ，で 観察 して い る （新昆

　　 虫，9（5）； 27，
1956），
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またこ れ よ り浅い と こ ろや 朽木 の 地上部樹皮下に 発見出来なか つ た こ とか ら当地 の 幼虫 は

地表か らかな り深い樹皮下で 越冬す る こ とが 考え られ る．4 月上旬 の 調査 で は幼 虫 は樹皮下

を地 表近 く，ま た は地上 に 移 動 して お り

老熟個体も見 られ た．4 月中・
下旬 に樹

皮 下 の 幼虫 の 殆ん どが蛹室を つ くり蛹

化 ， 4月下旬頃か ら成 虫が見 られ る．ま

た朽木か らと り出 した老熟幼虫が土中に

もぐつ て 蛹化 した こ とか ら，切 株上など

樹皮外の 幼虫も朽木の 下な ど の 土中で 蛹

化す る こ と が あ る と考え る．なお こ の 附

近 の 土地はや や H陰 で 土壌 は腐植質に 富

み軟か く湿気が ある．

　　　　 老 熟 幼 虫 の 記 載

　 概形 ： 体長 10mm 内外，幅 2．4　mm 内

外．頭部 は体に 比 して著 し く小 さ く，平 た

い 円筒形 の 体は側面 と背面中央 に僅か に

刺毛 を 生ず る．各節背面は 淡黄褐色の 硬

皮紋に 擾れ，環 節 の 間及 び側面は 腹面 と

共 に 白色 硬 皮紋の 側縁 倩 攤 櫞 N ま

凸弧状 で 後方の角は板状に 後方 へ 伸 び 円　　　PlaterOS　coracinUS 　Kiesenwetter （♀）

い ，胸脚附爪節は細長 く爪 は鋭 い ．気門は 目立 た な い．

　頭部 ；頭蓋は横位 （縦 O．44mm 内外 ， 幅 0．75　mm 内外）．光沢が な くや や顆粒状で 触角基
部・麺 軟 を 除い て は淡熊 色 戦 ・前疏 舗 畝 き，前頭 ・

嘯 ．上 e は 王葉片
で 区別醜 く前繍 揃 が ゆ るや 就 朏 ，そ の 中央 は 酷 へ ・J・さ く凱 す る．鮪 （。 n ，）
の 基部は大 き く隆起 し周囲に 5 〜6 本 の 長刺毛が あ る他，背面 に は前縁 の 1 対を含 め て 4
対 の 刺 毛 が 劫 軟 の 2 対 は長 い・角埆 は太 く 2齢 らな る輝 ・鰍 ま乱 樋 か 悌 櫛
は ド

ー
ム 型 で 5 本内外の 短毛が 認 め られ る．大 腮 （md ）は 内外 へ 曲が つ た 鎌状 で 著 し く小

さ く・ E つ うす つ ぺ ら・大腮 は灘 が上 ・瀬 （・p） に 晦 して い る と ・ ろfVl・ら全 働 か な

い 1突 起 と考え られ る．小腮の 蝶鋏節 ・軸節 は 下 唇基部 と融 合 し硬 化 し た 板状 の 1葉片を
なす・小 鰓難 （m ・）は く型 に 出 1掩 辭 で 晒 固 厩 と 1氈 を具え る．小攜 伽 ）
の 基部 は大 き く隆起 し ， こ の 上 に 3 節 の 鬚 が あ る　（基底隆起を 1節 とす る場合は 4節とな
る）．下唇鬚 （lp）は 2節 で 舌部 （IL）は M 状 に 分か れ硬化，前方 へ 凸出し下唇鬚よ りも長い ．
頭蓋の 腹面後縁角 は前胸節中に 凸出 し，や や尖が る．

　胸部 ・腹 部 ： 3胸節 は後方 に 拡 が り薦胸 は 幅が狭い （縦 1．04mm 内外，幅 1．43　mml 内外），
各胸脚 の 脛節 （ti）は先端 へ 狭まり鮒爪節 （tu）は余り曲が らず細 い （中脚 ；腿鯖 0．28　mm

内外，脛 節 0．24mm 内外，鮒爪節 0．11mln 内外）．腹部の 両側 は 略 々 平 行 で 各腹節側縁は

齔 す る・皴 編 卿 麟 の み 轍 で f邑卿 は 灘 並ぶ 3紋 か ら敏 紋嫻 醐 伯
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色縦条とな る．各腹 節の 刺毛は背面 に於 て は，中央後縁近 くに 1 対 ， 側縁 （硬皮紋） に 2

本 倶・」面 ｝，於て は約 3 本 腹面 で 1ま 6一ユ・凝 生ず る・第 9 腹賄 面 は他節 よ 曙 し く小

さ く （縦 G．7mm 内外，幅 LI　mln 内外），腹面 に は第 10腹節が肛門 に 凸出す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　 蠕 　 の 　言己 載

　体長 7．e　mm ， 内外幅 2．3　mm 内外．体は白色で 細長 くや や平 た い ．頭頂 は 円 く刺毛 を 欠

　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　き，触角基部は前面に 八型 に強 く隆起す

　 　　　　 　　る．触角は長 く，各節 に 環状 に 数個 の 疣

1 ： Pupa 　 ofP ’σ1θ尸os　 co 耀 c∫η姆

　 Kiesenwetter ，　 ventral 　 view ，
2 ： Ditto，　 dorsal　 view ．

状隆起があ る．前胸背面 は半 円形 で 周縁

を 残 して 凹陥 し，前縁に約 6対の 小隆起

を並べ
，

こ れに 各 1本 の 刺 毛 を 生ず る．

背面 の 中央部後方 に も同様 の 1隆起があ

る．中 ・後胸 背面 の 側縁は そ の境で縊

れ，隆起や刺毛を欠 く．各胸脚 の 腿節 ・

脛 節は幅が広 く浅 い 1 縦溝があり，　肘

（腿 節 と脛 節 の 関節）は 著 し く後方 に 下

が る．各腹節側縁に は 乳頭状 の 2 隆起 を

具え る．背面 に 位す る隆起は腹面の 隆起

よ り弱 く，縦 に 並 ぶ 2 隆起，腹面は 1 隆

起 で い つ れも刺毛 を有する．腹部背面 は

扁 平で 隆起基部 は 縦溝となる．第 9腹節

（末 端節）後縁 は 後方 へ 伸び る肉質 の 1

対 の 突起があり， 腹面 は 八型 に 凸 出す

る．

1

1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S 旺 mm 田 y

I。 thl、 ， e蝉 w ・ desc・ib・d ・G 狙 ・ bi… mi ・… dth ・ 皿 。・ph・1・gy ・f　th ・ 1a「va

。nd 　p ・p ・ ・f 跏 ・・・・ ・… 伽 ・ Ki ・・e・ w ・tt・r （Pl・t・ r・ di・ i）・

　The 　larva　of　Plateros　coracinus 　Inay 　be　found 　under 　the　bark　of 　decaying 　
woQd

。f 。 pi。，
・t．， e 。r ・・ th ・ su ・face 。f ・ pi・・ st・mp （P 漉 ・・C ・yp’・鷹 砌 ・t　S ・g ・ mi 曽

hara −shi，　 Kanagawa −prefecture　 from 　 early 　to　 late　 Apri1．　 It　 probably 　 feeds　 on

m 。三、t　d ，cayi 。g　w 。。d ・ r　f・・ m ・・ti・9 ・ ap ・f ・ pi ・ e
−t・・e　j・ dgi・ g　by 　the　st … tu ・・ 。f

the 　mouth 　parts　of τhe　larva，

At　th ，
　b ，gi畑 ・ g ・ f　M ・・ch ，　T ・k・蹠 ・ f・・ nd 　fi・ ・ 1・ 照 ・ ・f　Ptate・・ s ・・「acmus 　 ln

the 　nests 　of 　a 　termite （Leucotermes　Speratus　Kolbe）and 　an 　ant （五asium 　niger 　
Linn6 ），

。。 d　th ，y　w ， r，　f・・ nd ・ ・d・・ th ・ bark ・f ・ pi・e−tree ・G ・t （30 ・m 　d・pth　f・。 m 　the　s・i1

。。，f。，，）．　B・ t　w ・ c ・ uld ・ ・t ・ ・… t・ i・ wh ・th・ ・ th ・ 1arv・・ h ・d ・ ・1・・ely ・・sGciati °n

with 　the　 termite 　 and 　the 　ant 　 or 　 not ．

At　the　b，g孟・ ni ・g ・f　Ap ・i．1・ th・ 1・・v ・・ whi ・h ・p・nt　wi ・t・ r ・ nd ・ r　th・ b ・・k　i・ th ・

soil　move 　upward 　on 　the 　surface 　 of 　the 　soi1 ，　 and 　the　pupation 　occurs 　in　the 　Inid −

dle　or 　at 　the 　 end 　of　the 　 same 　 mollth ．
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Fig．1 ： Plateros　co 广acinus 　I（iesenwctter，　 matured 　larva，　dorsal　view ，
Fig，2 ：　D 三tto，　head，　dGrsal　vlew （ant ： anterlna ），
Fig．3 ：　Ditto，　head ，　 ventral 　 view ．
Fig．4 ： Ditto，　Ieft　 antenna ，　dorsa！view ，
Fig．5； Ditto，　mandible 　and 　epipharynx （ep ； epipharynx ．　md ： mandible ）．
Fig．6：　Ditto，　max 三11a　and 　labiu  　（1i： ligula．　lp ： labial　 palpus．皿 a ； mala ．　mp ：

　　　　 maxillary 　palpus）．
Fig．7 ：　Right　leg　of 　 mesothorax ，　 anterior 　aspect 　（fm ： femur ，　ti：　tibia ，　 tr： tro「

　　　　 chanter ．　tu ： tarsungulUS ）．
F三g．8 ： 8− 10th　abdominal 　segments ，　lateral　view （sp ： spiracle ）．

（ ）…Abbreviations　 used 　in　illustratlons

新 　　著 　　紹 　　介

Tindale
，
　 Norman 　B．（1958）： Revision　 of 　the　ghost 　 moth （Lepidoptera，

　 Hom   neura ，　Family 　Hepialidae）．　 Part　VII．　 Records 　 of 　the　South

　 Australian　 Museum ユ3（2）： 157−197，8pla てes 　 and 　35　textfigs ，

　著者は 6回 に わたつ て Hepialidaeコ ウモ リガ科の多くの属 に つ い て検討して 来た．こ の

第 7 報 で は 日 本を は じめ イ ン ドネ シ ア ，東 南 ア ジ ア及 び東部 ア ジ ア の 島嶼 に 産す る Endo −

clita 属 （従来は Phassus　Walker ，1856と
．
して 取扱わ れ て い た） の 27 種 を記 録 した．そ れ

に よ れ ば 日本産の もの は Endoclita　camphorae （Sasaki，ユ908）キ マ ダ ラ コ ウモ リ及び E・

excrescens （Butler ，
1877 ） コ ウ モ リガ の 2 種 を あ げ て い る．　 Gorgopis　 nilコhanica　 Butle「

，

1879 シ ロ ホ シ コ ウ モ リや Phassus　satsumanis 　Y
．
azaki ，1926 に つ い て は 述べ て い ない ．♂

9交尾器 に よ る種 の 検索表 もみ られ る．　　　　　　　　　　　　　　 （日高輝展）
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